
(1) 担当支部： 広島支部 12693
分水嶺区分 2005年 11月 27日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
兼森　志郎 11958
田村　　貴代子 支部友会員
佐々木弘磨 12693

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 高岳登山口 132 9 34 39 15.52 759 10:50
分水嶺到達点W534 高岳 132 9 34 39 32.19 1,049 11:45 11:50 A-1
W535 聖山分岐 132 8 34 39 4.11 988 12:35 12:40 A-1

地形図978m峰
(大屈曲の西側)

分水嶺離別点 野田の百本松 132 7 34 38 18.85 909 14:50 14:55 A-1
歩行終了点 匹見峡駐車場　 132 6 34 38 22.66 534 16:10 A-1

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

W534 　高岳 ２ 真南

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

登山道の復元開通を祝う記念登山を行う。今回はその後の登山道の状況を知る為に再踏査した。結果はこのルートを訪れる

13:45 A-1 （8），（9），（10）

腐り歩き易い現況であった。これからの継続整備をどうするか、今後の課題になる事は言うまでもない。

2005年8月28日、地元の協力を得て登山道の整備、復元を実施した。又、2005年9月18日にはJAC平山会長を迎え、

登山者があるのか、登山道は整備した時より歩き良くなっていた。勿論、踏まれたと言うより刈り込まれた草木、特に笹の切り口が

三段峡 132

4時間30分総歩行時間（休憩時間を除く）：

W534高岳からW535聖山分岐を経て、野田の百本松に至る稜線は県境であり分水嶺である。前回の踏査時にはW535聖山

   写真説明：　

保存
状況
良好

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名

(8)～(11)の特記
事項等との関係

三段峡

経度E
秒

46.75

8 10.06

高岳登山口 ～  高岳 ～ 聖山分岐 ～ 978m峰(大屈曲の西側)～ 野田の百本松 ～ 匹見駐車場
11/26 広島～戸河内～八幡の斎山荘（泊）　11/27 八幡の斎山荘～高岳登山口　　　奥匹見峡駐車場～戸河内～広島

0.13
33.88

（8），（9），（10）

978 13:15

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

三段峡
三段峡
三段峡

３名

事務局整理記入欄 広島－104
晴、時々小雨

三段峡 38.00 （8），（9），（10）

道の
状況

（8），（9），（10）

（8），（9），（10）

特記事項

会員番号：佐々木　弘 磨
(3)山行日：W534高岳～W535聖山分岐～野田の百本松

到着
時刻

（8），（9），（10）

名

34 38 42.40

分岐から野田の百本松間の登山道は大藪で荒廃していた。この度、JAC創立100周年記念事業の一環として 、JAC広島支部は

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

高度
ｍ

緯度Ｎ

50.13

場所?である。JAC会員の斎氏、安芸大田町旧芸北教育委員会の白川勝信氏は、W535聖山分岐から聖山に至る途中の鞍部
から、赤合谷の源流に下降し調査されたと聞く。何れにしても何時か訪ねてみたい場所である。

W534高岳の東側にある聖湖(別名樽床ダム)の周辺には別荘、聖湖ｷﾔﾝﾌﾟ場、ダムに水没した樽床集落の民族博物館などが

W534高岳から野田の百本松に至る稜線の西側は高津川水系の支流で奥匹見峡。東側は大田川水系の支流で奥三段峡である。

ある。ダムの下流は大田川水系の支流で、名勝の三段峡があり春、夏、秋には多くの人々が訪れる。
W535聖山分岐1011.4m峰は、W535聖山分岐1009mに訂正する。

分水嶺稜線は広葉樹林帯で、ミズナラ、ブナの若木と古木が散在さしている。特に「野田の百本松」にはその名の如く、
大木の松林が東麗の赤合谷側に美しく広がる。この高度に群生する松林帯は、県下でも珍しく貴重なものではないだろうか。
又、野田の百本松の東側に位置して、奥三段峡の源流に当たる赤合谷には湿地帯が広がる。まだ、動植物の生態が未知の
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